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１　研究の問題と目的
　デューイ教育学部長時代と教育学科長時代のシカゴ大学教育学科
(Department of Pedagogy) 及び教育学部 (School of Education) の教員養成
部 (College of Education) のカリキュラム分析を行うことによって、シカ
ゴ大学における教師教育カリキュラムの特徴を明らかにすることを本稿の
目的とする。
　シカゴ大学教育学科は 1895 年にデューイを学科長として、教育学部は
1901 年に F.W. パーカーを学部長として開設された。デューイの教育学科
では教育学研究・教育、師範学校や教員養成校の教師・教育長などの専門
職教育及び中等教員養成を、パーカーの教育学部では初等教員養成を行っ
ていた（1）。デューイは、1902 年 3 月パーカーの急逝後、同年 5 月に教育
学部長に就任した。デューイ教育学部長就任後は、教育学部における教員
養成はジュニアカレッジ相当の初等教員養成から、シニアカレッジ相当の
初等・中等教員養成及び師範学校教員養成へと大きく変更された。教育学
科は、1902 年度より哲学科教育学部門に位置づけられ、教育学科の学士
課程は教員スタッフと共に教育学部に移された（2）。
　ダイキューゼン (G.Dykhuizen) は、デューイが学科長となった 1895 年
から 1896 年と 1896 年から 1897 年の教育学科について、学科の課程のス
ケジュールは、シカゴ大学での教育学研究に新時代をもたらしたと述べて
いる（3）。しかしながら、それ以降についてはデューイ担当の授業科目に関
して若干言及されているのみである。また、デューイ教育学部長就任後に
ついては、この頃のシカゴ大学の教育計画は国内において最も完璧で包括
的なものと一般にみなされていたと説明されている（4）が、具体的なカリ
キュラムについては言及されてはいない。デューイの教師教育カリキュラ
ムに関する研究は、直接的なものとしては小柳（5）を挙げることができる
くらいで極めて少ない。小柳はデューイの書簡などを用いて、教育学科及
び教育学部の構想とデューイによる同学科及び同学部の運営と組織改革、
カリキュラムの概要、実験学校との関係などについて言及しているものの、
教育学科及び教育学部のカリキュラムの詳細については明らかにはされて
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いない。
　筆者は、これまでにシカゴ大学教育学科におけるデューイ教師教育カリ
キュラムの分析を行い（6）、①夏学期のマイナーコースの履修形態による授
業の開講、②教職経験を考慮した授業プラン、すなわち、連携する諸学校
における観察や実習時間の教職経験の有無による増減を可能とする授業科
目構成、③シニアカレッジ・コースへの学校現場での実践を伴う授業科目
の開設、④グラデュエイト・コースにおける中等教育に関する授業科目の
充実、⑤他学科との連携といった特徴を見出した。これらの諸特徴から、
夏学期における現職教員の教育、シニアカレッジ・コース及び他学科にお
ける基礎的理論の学習及び実践を伴う授業を通しての実証的な教育学研
究、実践の経験に基づいたグラデュエイト・コースにおける理論研究及び
中等教員養成というカリキュラムデザインを導いた。こうしたカリキュラ
ムによって、デューイは、教育学科において、教育学研究・教育、師範学
校や教員養成校の教師・教育長などの専門職教育及び中等教員養成を実践
していた。
　また、パーカー教育学部長時代（1901 年度）とデューイ教育学部長時
代（1902 年度、1903 年度）のシカゴ大学教育学部の教員養成部のカリキュ
ラムの比較・検討も行った（7）。この研究により、デューイ学部長時代のシ
カゴ大学教育学部のカリキュラムには、①教育学関連科目の充実、②授業
科目担当者や授業形態に関する改革の実施、③入学要件の引き上げ、学位
の授与による高度な教師教育の実現といった特徴があったことを明らかに
した。シカゴ大学教育学部においては、教育社会学、教育心理学、教育史、
一般教育学に関する授業科目を設けるというデューイの構想を活かした授
業科目が大幅に増設され、必要とされる理論を十分に学ぶ環境が整備され
た。そして、1901 年度はパーカー１人でほぼ全ての教育学関連の授業科
目を担当する計画であったが、1902 年度、1903 年度は哲学科（旧教育学
科（8））の教員、旧シカゴ学院の教員、ハーパー学長、人文学部長のジャド
ソンといった多様な担当者による授業科目や、複数の教員で行う授業科目
が設けられ、多様な学びが可能となった。さらに、1903 年度の段階でシ
カゴ大学教育学部は、従来教育学部が担ってきた初等教員養成と教育学科
が担ってきた教育専門職教育を行うことのできる組織として整備された。
　本稿では、デューイ教育学科長時代（1898 年度から 1901 年度（9））と教
育学部長時代（1902 年度、1903 年度）の教員養成部のカリキュラム分析
を行うことによって、シカゴ大学におけるデューイによる教師教育カリ
キュラムの特徴を明らかにすることを目的とする。
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　まず、デューイ在任中のシカゴ大学教育学科と教育学部の特徴を概説す
る。次に、1898 年から 1901 年度の教育学科と 1902 年度及び 1903 年度の
教育学部教員養成部のカリキュラムの比較検討を行う。最後に、デューイ
辞任後の 1904 年度の哲学科教育学部門と教育学部教員養成部について検
討する。分析、検討には『シカゴ大学年次記録』(Annual Register) を用いる。

２　教育学科及び教育学部教員養成部の特徴
（1）　教育学科の目的
　『シカゴ大学年次記録』によれば、教育学科の目的は次の通りである。
　　�　当学科の主目的は、教育上の諸問題を広範かつ科学的に取り扱う有

能なスペシャリストを養成することである。この目的のために、開講
科目は大きく 3 つの項目に分けられている。（1）心理学およびそれに
関連する諸科目、（2）教育理論の諸科目、（3）さまざまな専門化学の
教授法である。（・・・中略引用者・・・）

　　�　教育の理論と方法を学ぶためには、その基礎として心理学の諸原理
を十分に習得しておく必要がある。教育諸問題を科学的に研究するた
めには、あらかじめ知性の発展について現代の研究成果と方法に精通
しておく必要がある。教育の究極の目的を理解するためには、倫理学
によってさまざまな価値と理想を評価できるようにしておく必要があ
る。広い視野を獲得するためには、人間の精神史をよく知っておく必
要がある。それゆえ、教育理論に関する科目群を受講するためには、
あらかじめ哲学科の 3 つの入門科目（心理学、倫理学、論理学　引用
者による）を受講し、そのうえで上記の諸方面の学習をすすめながら
当学科の専門を深めていくようにすることが望ましい。それに加えて、
さらには生物学、生理学、神経学、社会科などの関連諸科目にも関心
を向ける必要がある。

　　�　教育理論は往々にして、論理学同様、最新の科学の研究動向から疎
遠なままになっている。語学や自然科学の有能な研究者や教師はそれ
らの科目の教授法に関してもっと積極的な貢献をすべきである。なぜ
なら、純粋に抽象的な教育学では、しばしば教材と方法の間の密接な
関係が無視されているからである。それゆえ、他学科において、それ
ぞれの専門科学の方法論に特に強調をおいた科目を受講するようにし
ている。（・・・中略引用者・・・）

　　�　また、学校現場をいろいろと見てまわり、教師や教育長の立場から
理論と実践の関係を批判的に評価することもレポートや討論による通
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常の授業の一部をなしている。
　　�　教育学科に付設されている小学校では、科学的な観察と調査の機会

が提供される。さらに広範な観察の機会は、中等の諸学校で提供され
るだろう（10）。

（筆者傍線）

　教育学科の目的の特徴として、教育上の諸問題を広範かつ科学的に取り
扱うスペシャリストの養成、教育学関連科目を学ぶ前提として哲学科の 3
つの入門科目（心理学、倫理学、論理学）の受講、他学科との連携、近隣
の学校、実験学校における実践的な学習の４点を挙げられる。

（2）　デューイの教育学科構想の概要
　デューイは、大学における教育学科の役割は、師範学校の教員養成とは
異なり、教育専門職（教育長や指導主事など）の養成と教育理論の科学的
研究にあると考えていた。そのため、デューイの教育学科構想には、初学
者を対象とする師範学校の教員養成とはっきり区別する、既に師範学校を
卒業している現職教員を対象にするといった特徴があった。（11）

（3）　教育学部教員養成部の目的
　『シカゴ大学年次記録』によれば、教育学部の教員養成部の目的は次の
通りである。
　　�　教員養成部では、小学校教育と中等教育において生じる問題につい

て、教育学的な観点からコースが設けられている。諸コースは、小学
校と中等学校と師範学校の教師と指導主事の教育、幼稚園教師、そ
の他の教育に関するスペシャリストの養成のためにデザインされてい
る。教育学部のそれぞれのメンバーは、学部全体の教育計画とワーク
を熟知しているので、カリキュラムの中で担当の授業科目と他の授業
科目の関係が明瞭に表れるよう諸コースを提供できる。

　　�　すでに教育に携わっている、あるいは教育の専門職に自分自身を適
応させたいと望んでいる人のニーズのために特別に配慮した、教育学
理論を開発し、実践において例証することが目的である。

　　�　教員養成部のカリキュラムは、小学校、中等学校、師範学校で教え
られている全ての授業科目の教育学的な提案が含まれている、そして、
心理学と教育史も含んでいる（12）。

（筆者傍線）
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　教育学部教員養成部の目的の特徴として、教育に関するスペシャリスト
の養成、教育経験者・教育の専門職のための教育学理論の開発・実践にお
ける例証、小学校・中等学校・師範学校の全教科への教育学的提案の 3 点
を挙げられる。

（4）デューイの教育学部構想の概要
�　デューイの教育学部構想には、教育学部を 2 年制の初等教員養成中心の
体制から中等教員養成を含む 4 年制の体制にすること、教育学部の専門
教育を師範学校卒業者向けの教育にすること、Ed.D（教育専門職博士号）
を取得できる大学院課程を設置するといった特徴があった。（13）

３　カリキュラムの検討
　（1）授業科目の概要、（2）中等教育に関する授業科目、（3）シカゴ大学
と連携する諸学校における実践的な学習、（4）他学科との連携、（5）デュー
イ担当授業科目の５つの観点（14）から教育学科と教育学部のカリキュラム
を検討する。表 1 に 1898 年度から 1901 年度の教育学科及び 1902 年度、
1903 年度の教育学部教員養成部、表 2 に 1902 年度、1903 年度の哲学科教
育学部門の教育学関連の授業科目をそれぞれ示し検討を行う。
　シカゴ大学教育学科は、ジュニアカレッジ・コース、シニアカレッジ・
コース、グラデュエイト・コースの授業科目で構成されていた。教育学部は、
ジュニアカレッジ相当（1、2 年生向け）、シニアカレッジ相当（3、4 年生
向け）、グラデュエイト・コースの授業科目で構成されていた（15）。

（1）　教育学関連の授業科目の概要
（ａ）ジュニアカレッジ・コース（表 1 参照）
�　教育学科では 1898 年度に 2 科目開設されているのみである。教育学部
では、1902 年度にデューイが学部長に就任し、教育学科の学士課程が移
されたことに伴い、同年度のみ、ジュニアカレッジ相当及びジュニアカレッ
ジ・シニアカレッジ相当の授業科目は 12 科目設置されている。このうち、
「教育心理学」「古代から 18 世紀までの教育の理論と実践の歴史」「18 世
紀から 19 世紀間の教育の思想と進歩」「教材の方法」の 4 科目は 1901 年
度に教育学科においてシニアカレッジに開設されていた授業科目である。
この 4 科目のうち前者 3 科目は 1903 年度には、教育学部においてもシニ
アカレッジ相当の位置づけに変更された。この 3 科目は、いずれも旧教育
学科の専任スタッフ担当である。残る 9 科目は、旧シカゴ学院系の専任ス
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タッフ、非常勤講師、旧教育学科の専任スタッフの担当であった。

（ｂ）シニアカレッジ・コース（表 1 参照）
　1902 年度の教育学部を除けば、教育学科及び教育学部において全学期
にわたって授業科目は開設されている。両者ともに夏学期はマイナーコー
ス（Minor Courses:1 日 1 時間、6 週間 ）の履修形態が大半を占めてい
る。1899 年度、1902 年度を除いて、夏学期には必ず「教育心理学」が開
講されている。いずれも、現職教員の教育が念頭に置かれてのことであろ
う。教育学科では 1898 年度より「教育の方法」及び「教育の歴史」に関
する授業科目が必ず開講されていた。これらの授業科目は、教育学部では
1902 年度はシニアカレッジ・コースではなく、ジュニアカレッジ・コー
スに開設されている。1903 年度は、教育の方法に関する授業科目は幼稚
園の指導法があるのみである。教育の歴史に関する授業科目は開設されて
はいるが未開講の予定となっている。同年の哲学科教育学部門では、教育
の方法及び教育の歴史に関する授業科目はいずれも開講されている。これ
らは 1902 年度に教育学部へ移されたものだが、1903 年度に再び哲学科教
育学部門で開設されることになった。
　教育学部では 1903 年度には、初めて教員養成部のオリエンテーション
を担う授業科目が開設された。教育学部のスタッフ（附属小学校、旧シカ
ゴ学院）による附属小学校の仕事に関する 15 回のラウンドテーブル、及
び、ハーパー学長とジャドソン人文学部長によるカレッジの運営に関する
12 回の講義である。

（ｃ）グラデュエイト・コース（表 1 参照）
　1902 年度の教育学部を除けば、若干の学期を除き、ほぼ全学期にわたっ
て授業科目が開設されている。シニアカレッジ・コースと同様に教育学科、
教育学部ともに夏学期はマイナーコースの履修形態が大半を占めていた。
また、ゼミの履修形態がいずれかの学期で取り入れられている。教育学科
で毎年度グラデュエイト・コースに開設されていた中等教育に関する授業
科目は教育学部及び哲学科の教育学部門のグラデュエイト・コースでは開
設されていない。
　1902 年度の教育学部では、グラデュエイト・コースの授業科目は 1 つ
も開設されていない。1903 年度の 11 の授業科目のうち 10 科目は哲学科
教育学部門の授業科目である。唯一の教育学部の授業科目「応用教育論理
学」も、哲学科に同名称の授業科目があり、担当者も開講時期・時間（デュー
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イ担当、春学期、12 時から）も同じである。

（ｄ）教育学部と哲学科教育学部門との関係（表 1、表 2 参照）
　1902 年度に教育学科の学士課程は教員スタッフと共に教育学部に移さ
れ、哲学科の教育学部門の位置づけとなったことにより、同部門ではグラ
デュエイト・コースの授業科目のみ 14 科目開設された。1903 年度からは、
シニアカレッジ向け、グラデュエイト・スクール向け合わせて 31 科目開
設された。このうち、13 科目は教育学部の学生も履修できるものであった。
1902 年度の教育学部では、ジュニアカレッジ及びシニアカレッジ相当で
15 科目開設され、このうち 4 科目は旧シカゴ学院系の専任スタッフ、10
科目は旧教育学科（哲学科）の専任スタッフ、一科目は非常勤講師の担当
予定となっていた。さらに、1903 年度の教育学部の授業科目には、哲学
科教育学部門の授業科目であると記述されてはいないが、どちらにも掲載
されており、学期、時間、担当者が同一の授業科目が 9 科目あった。すな
わち、31 科目中 22 科目が一致していた。したがって、哲学科教育学部門
と教育学部が連携してデューイが目指した中等以上の教員養成と現職教員
向けの専門教育の課程を実現する体制であったと考えられる。

（2）　中等教育に関する授業科目（表 1、表 2 参照）
　教育学科では主としてグラデュエイト・コースに中等教育に関する授業
科目は開設されていたが、教育学部ではシニアカレッジ・コースに開設さ
れていた。1903 年度は哲学科教育学部門にも中等教育に関する授業科目
は開設されているが、グラデュエイト・コースには開設されていない。こ
れは、1903 年度より、正規学生の入学要件が、少なくとも 4 年のハイスクー
ル課程の上に 2 年間の学業（カレッジでも師範学校でもよい）と変更され、
教育学部が、ジュニアカレッジ相当の初等教員養成学部から、シニアカレッ
ジ相当の初等・中等教員養成学部に大きく変更されたことに関連して、シ
ニアカレッジ・コースの学生の入学レベルが上がったことによると考えら
れる。また、中等学校教員と師範学校教員志望者コースでは、ジュニアカ
レッジ修了者を受け入れていたことから、シニアカレッジ・コースに中等
教育に関する授業科目が開設されたのだろう。

（3）シカゴ大学と連携する諸学校における実践的な学習（表 1 参照）
　教育学科においては、実験学校や実験学校以外の学校における実践的な
学習が積極的に取り入れられていた。特に、実験学校と連携した授業科目
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は各学期に数多く設置されていた（16）。
　教育学部の授業科目では、1902 年度に「応用教育学」において附属小
学校教員によるチェーンレクチャーが開設されている。1903 年度は「幼
稚園の指導法」「フレーベルの教育哲学」において幼稚園における観察と
実習が取り入れられている（17）。
　『シカゴ大学年次記録』に掲載されている授業科目をみる限り、教育学
科に比べて教育学部では連携する諸学校における実践的な学習は少ない。
しかしながら、履修要件には 1 日 1 時間実習校で観察と授業を行うこと、
中等学校において専門科目の授業を行うことなど、各コースに応じた実践
的な学習が求められており、各コースごとにシカゴ大学と連携する諸学校
における実践的な学習が取り入れられていたと考えられる。

（4）他学科との連携
　デューイは、かなりの数の学生が教師を目指しているが、専門教科のト
レーニングしか受けていないことを懸念しており、教育学科では他学科と
の積極的な連携が図られていた（18）。
　教育学部では、1903 年度より中等学校教員と師範学校教員志望者コー
スにおいて、シニアカレッジと教育学部両方に学生登録をし、前者では教
科専門科目を、後者では教科教育学を学ぶことが行われていた。このコー
ス修了者は、専門分野に応じて文学士 (A.B.)、哲学士 (Ph.B.)、理学士 (S.B.)
のうちのいずれかと教育学の専門職ディプロマが授与されることになって
いた（19）。また、1902 年度の履修表によれば、2 年次はシカゴ大学のジュ
ニアカレッジやシニアカレッジで教育学部学生の履修が認められている科
目の中から若干の科目を選択履修すること、3 年次はそれに加えて哲学科
と教育学科で履修が認められている科目の中から選択履修することと定め
られていた（20）。
　また、デューイは、教育実習について実習を学部の各学科長の責任の下
に置き、実習校の担任教師（Grade Teacher）を実習指導（supervision）
から解放して、実習指導は学部の各教員（Departmental Teacher）が行
うようにし、実習校の担任教師は実習指導の補助を行うことを構想してい
た。さらに、ハーパー学長は、教員養成においては教育学部と大学の各専
門学科（Departments of the University）との連携を強化し、教育学部の
学生が可能な限り多くの機会に大学の専門学科で履修できるよう教育学部
のカリキュラムを改変することを訴えていた（21）。
　1902 年度の『シカゴ大学年次記録』には、教育学部の顧問としてシカ
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ゴ大学の各学科長等が名を連ねていた（22）。また、専門諸教科については、
教育学部に開設されている授業科目に加えて、大学の専門学科（物理学、
化学、動物学、生理学、植物学、社会学等）の授業科目の中で教育学部の
学生に対しても開かれているものがあり、それらの受講も可能であった。
　以上より、教育学部においては他学科と連携して学生の指導を行う方法
が検討され実践されていたといえる。

（5）デューイ担当授業科目（表 1、表 2 参照）
�　デューイ担当の授業科目は表 1、表 2 にゴシック体で示した。デューイ
は、教育学科及び哲学科教育学部門では、1898 年度、1900 年度、1903 年
度はシニアカレッジとグラデュエイトの両コース、1899 年度、1901 年度、
1902 年度はグラデュエイト・コースの授業科目を開設している。教育学
部では、1902 年度はジュニアカレッジ相当、1903 年度はシニアカレッジ
相当及びグラデュエイト・コースの授業科目を開設している。
　デューイは、教育学部長に就任した 1902 年の夏学期に、1897 年度夏学
期に 135 名の受講者があった（23）「教育心理学」を開設した。翌年度夏学期
には、1898 年度に開講して 152 名の受講者があった「レシテーションの
方法」（24）を開設している。デューイは、教育学科において、多くの受講生
を抱える授業科目を担当し「種をまく仕事」に取り組んでいた（25）。教育
学部長就任後は、同学部においても多くの受講生が見込まれる授業科目を
担当し「種をまく仕事」に取り組んだ。その一方で、教育学科及び教育学
部の両方でゼミや特別研究（26）といった少人数の学生を対象とする授業科
目も担当し、一人ひとりの学生の専門的な教育にも力を注いだ。

４　デューイ辞任後の教育学部と哲学科教育学部門（27）

　1903 年発行の『シカゴ大学年次記録』哲学科の頁には、哲学科学科長
としてデューイの名前は記載されているが、辞任したとの注意書きがある。
教育学部門の開設予定科目数は、辞任前の 1903 年度に比べて 1904 年度は
31科目から24科目へと減少しているが、1903年度は未開講の科目が多かっ
たため、開講科目数は、1903 年度 21 科目、1904 年度 19 科目と大きな変
化はない。
　教育学部の頁には、教育学部長としてデューイの名前は記載されていな
いが、教育学部の目的は、前年度と同様で全く変更はなかった。しかしな
がら、入学要件は、「少なくとも 4 年のハイスクール課程の上に 2 年間の
学業（カレッジでも師範学校でもよい）」から「一流のハイスクール（first 
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class high school）か同等のグレードの施設における 4 年間の課程」に変
更された。デューイ在職中は、シニアカレッジ相当の初等・中等教員養成
部を目指して入学要件が定められていたが、再びジュニアカレッジ相当へ
と変更されたのである。
　設置されている 4 つのコース（28）の変更はなかったが、その履修には変
更があった。1903 年度の計画では、全科Ａコース（2 年）は 1902 年度の
入学者にのみ適用されるとのことであったが、同コースは閉じられること
なく引き続き開かれており、修了者にはディプロマが与えられることに
なっていた。全科Ｂコース（4 年）は、幼稚園教員、小学校教員、中等学
校教員、教員の評価者、小学校と師範学校の指導主事のためのコースであ
ると明記されている。卒業者には教育学学士号（Ed.B）が授与されるこ
とになっており、他の学位の条件も満たしていれば他の学位も与えられる。
中等学校教員と師範学校教員志望者コースには大きな変更はなかった。芸
術・技術コースは、全科Ａコース相当の 2 年コースと全科Ｂコース相当の
4 年コースとなり、前者は免許状、後者は教育学学士号が取得できること
に変更になった。

５　デューイ教育学科長時代と教育学部長時代のカリキュラムの特徴
　デューイ教育学科長時代の教育学科カリキュラムと教育学部長時代の教
育学部カリキュラムを比較検討した結果、教育学科と同様に教育学部にお
いても夏学期のマイナーコースの履修形態による授業の開講、他学科との
連携の特徴がみられた。しかしながら、教職経験を考慮した授業プラン、
すなわち、連携する諸学校における観察や実習時間の教職経験の有無によ
る増減を可能とする授業科目構成、シニアカレッジ・コースへの学校現場
での実践を伴う授業科目の開設、グラデュエイト・コースにおける中等教
育に関する授業科目の充実の特徴はみられなかった。教育学部においては、
4 つのコースを設けて、初等教員を目指す場合、中等教員や師範学校教員
を目指す場合、非アカデミック教科のいずれかに特化した教員を目指す場
合に分けられていたことから、個別の授業において実践的な学習の機会を
増減させるのではなく、コースごとに履修者のニーズに合ったカリキュラ
ムを用意することで、結果的に個々の経験に応じた授業プランとなってい
た。中等教育に関する授業科目もジュニアカレッジ相当の初等教員養成学
部から、シニアカレッジ相当の初等・中等教員養成学部に変更されたこと、
及び、中等学校教員と師範学校教員志望者コースでは、ジュニアカレッジ
修了者を受け入れていたことに関連して、シニアカレッジ段階で開講され
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ていた。
　そして、1903 年度の教育学部では、哲学科教育学部門の授業科目と 31
科目中 22 科目が一致していたことから、両者の協同によってデューイが
目指した中等以上の教員養成と現職教員向けの専門教育を実現していたこ
とが明らかになった。また、大学院課程はすべてが教育学部門の授業科目
であったことは、デューイが構想していた教育学部に Ed.D（教育学博士号）
を取得できる大学院課程を設置することへの布石であったと推察される。
　最後に、デューイ辞任後の教育学部においては、1903 年度にシニアカ
レッジ相当に変更した入学要件のジュニアカレッジ相等への引き下げが行
われた。デューイ在職中は 1902 年度入学生のみに限定されていた教育学
部開設当初の２年制の初等教員養成は継続された。シニアカレッジ相当の
入学生を想定していた全科Ｂコースはジュニアカレッジ相当の学生を受け
入れる 4 年制課程となった。こうした変更から、デューイが、シカゴ大学
教育学科及び教育学部においてめざしたシニアカレッジ相当の入学者に対
する教員養成と大学院レベルの教師教育は、辞任後は維持されなかったと
いえる。
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（24）	� 1898 年度は授業科目名は「教授方法」でレシテーションの題材と方法を取り上げ
る内容であった。

（25）	� デューイは 1894 年に哲学科の授業について「わがままをして、私は 8 人程度の大
学院生の授業を 2 つもっている。選り好みをしたので、かなり粒ぞろいの学生だ。
こうした排除策を取り、学生を一人前に鍛えることをタフツとミードに任せて、私
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はもっと限定的な指導をしたいと思っている。とにかく、種をまく仕事は億劫に
なってきた」と述べている。しかしながら、教育学科においては受講生が 100 名を
超える授業科目を担当していた。John Dewey to Alice Chapman Dewey, October 9, 
1894, John Dewey Papers. 小柳正司『デューイ実験学校と教師教育の展開』、27 頁。

（26）	� 1901 年度の「特別研究」の受講生は 3 名、1903 年度の「ゼミ」の受講生は 12 名で
あった。Record of Work, University of Chicago Office of Register.

（27）	� Annual Register, 1904, pp.130-202, pp.205-210, pp.429-431.
（28）	� 芸術・技術コース、全科コースＡ、全科コースＢ、中等学校及び師範学校教員志望

者向けコースの 4 コースのこと。
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教育学科 教育学部教員養成部
1898年度の計画 1899年度の計画 1900年度の計画 1901年度の計画 1902年度の計画 1903年度の計画

ジュニアカレッジ ジュニアカレッジ相当
夏
学
期

3.�教育心理学,Mj.あ
るいは　前期か後
期にM.1年生

4.�児童心理学,M,前
期,1年生

13.�学校のカリキュラ
ムにおける実用的
な改善、M.、後期
1,2年生

14.�本 と 本 の 使 用 、
Mj.

15.�応用教育学、Mj.
＊�14・15は学年の記

述なし
秋
学
期

40A,41A. 小学校にお
ける家政学1週間
に 5 時 間 の 学 校
で 使 用 す る 観 点
で の 調 理 ・ 裁 縫
な ど の 技 術 的 な
仕 事 と 1 週 間 に 6
時 間 の 授 業 観 察
と ア シ ス タ ン ト
秋 学 期 ・ 冬 学 期
40B,41B.40A,41A.
と同じで短時間、
2Mj 秋学期・冬学
期

6.�精神成長の方法、
Mj、1年生

冬 7.�教材の方法,Mj.,2年
生

春
ジュニアカレッジ・シニアカレッジ ジュニアカレッジ・シニアカレッジ相当

夏
学
期

2A.� 2 を マ イ ナ ー ･
コース（6週間）
で 行 う （ 2 は メ
ジャー･コース=12
週間）,前期

秋
学
期

1.�古代から18 世紀
ま で の 教 育 の 理
論と実践の歴史, 
Mj.,2,3年生

16.17.初等の仕事と関
連した幼稚園の教
育学, 秋学期と冬
学期にMj.として
繰り返す, 2,3年生

冬
学
期

2.�18世紀から19世紀
間の教育の思考と
進歩 ,Mj., 2,3年生

春
学
期

18.�フレーベルの教育
哲学と後の教育と
の比較,Mj.,2,3年生

表1　教育学科・教育学部教員養成部授業科目（1898 ー1903 年度の教育学関連科目）
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シニアカレッジ シニアカレッジ相当
夏
学
期

1.�教育心理学,  M. , 
前期

２.�教授方法,  M., 前
期

3.�特別な方法, M., 前
期

4.�教育史,M., 前期

1A.�教育史,, Mj
2A.�方法の一般原理, 

M, 前期
3A.�学校の特別な学習

の 教 育 学 ： リ ー
ディング、文学、
算数などの教授に
応 用 す る 一 般 原
理,), M, 前期

4.�発 生 心 理 学 の ト
ピック, M, 前期

21.�児童研究, M, 前期

1.�古代から18世紀ま
での教育の理論と
実践の歴史, Mj, 秋
学期, Mj

3.�教育心理学, M, 前
期

4.�教育における肯定
的な要因と否定的
な要因, M, 前期

5.�学校制度の役割の
研究：幼稚園、小
学校、中等学校、
専門学校, M, 後期

3.�教育心理学, M, 後
期

5.�小学校カリキュラ
ムの教材の特別な
方法, M, 後期

17.�中等教育のトピッ
ク, M, 後期、春学
期, Mj

11. �学校の組織とマ
ネジメントの問
題, M., 前期, 3年
生

12.�中等教育のトピッ
ク,M.,後期, 3年生

01.�小学校の仕事, 前
期前半

02.�附属小学校の仕事
と関連したラウン
ド・テーブル　最
初 の 学 期 の 前 半　
単位なし

03.�カレッジの運営, 
時間と場所は後ほ
ど知らせる

3A.�教育心理学,  Mj .　
か前期か後期にM.

9A.�高 等 学 校 の 問
題,M., 前期

15A.�レシテーション
の方法,M., 後期

17.�教育の社会的諸相, 
M.,前期, 管理者、
指導主事、校長向
け

18.�グレートブリテン
の教育の努力の歴
史,M., 前期

秋
学
期

6.��一般教育学, Mj
29.応用心理学, Mj
32.�学校制度の役割, 

Mj

1.�教育の理論と実践
の歴史, Mj

2.�教育の理論と実践, 
Mj 　必要条件：
心理学

10,�11.家庭科の教育的
価値と効用, 2DMj 
秋学期・冬学期

10A , 11A ． 家 庭 科 の
教育的効用, 2Mj　
(10と11は実際に
教 え る た め の 準
備をする、10Aと
1 1 A は 他 の 教 授
や ス ー パ ー バ イ
ザー、校長として
学 び た い 学 生 向
け)

6.�小学校教育：一般
原理,Mj(Dewey
とRunyon担当)

9.�家 庭 科 の 教 育 的
価値と効用, DM　
（小学校での週6
時間の観察とアシ
スタント）

9A.�家庭科の教育的効
用, Mj（9と同じ。
実践が少ない。週
2時間の観察）

10.�社会制度としての
学校の機能, Mj

6.�学習者の方法, Mj
9.�家庭科の教育的効

用, Mj　開講学期
の記述なし

３.�応用教育心理学, 
Mj.

4.�発達心理学,Mj. 
12.�幼 稚 園 の 指 導

法,Mj. ,冬学期にも
繰り返して開講, 
必要条件：一般心
理学と発達心理学

13.�フレーベルの教育
哲学,Mj.,秋学期、
冬学期にも繰り返
して開講, 2年生と
教授と専門教育の
経験がある学生対
象。毎日2時間の
幼稚園と小学校1
年生での観察と実
習を含む。必要条
件：一般心理学、
発達心理学、応用
教育心理学、コー
ス11と12のいずれ
か

19.�言語と歴史の組織
及 び ス ー パ ー ビ
ジョン,　Mj., 翌年
は芸術と科学に入
れ換えられるだろ
う

61.�古代から18世紀の
教育理論と実践の
歴史, Mj.、1903年
度開講なし 
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冬
学
期

7.�教育原理, Mj
30.実践教育学, Mj
33.�教育における肯定

的な要因と否定的
な要因, Mj

3.�教育原理, Mj 2.�18世紀から19世紀
間の教育の思想と
進歩, Mj

7.�小学校教育：歴史
と地理, Mj

11.�実験教育学, Mj
15,�16.教育倫理学, 

2Mjs 秋学期・冬
学期

1.�古代から18世紀ま
で の 教 育 の 理 論
と実践の歴史, Mj, 
Given as 1A and 
1B Mj (あるいは 
M)・夏学期

7.�教師の方法, Mj

10.�中等学校の教授と
マネジメントの問
題　Mj. 

10�A.小学校の教授と
マネジメントの問
題　Mj.,1903年度
開講なし

11.�早期児童期の心の
発達,Mj. ,  必要条
件 ： 一 般 の 心 理
学,1,2年生

16.�教育の古典作品, 
Mj.

62.�18世紀から19世紀
の間の教育の思考
と進歩　Mj. 1903
年度開講なし

春
学
期

8.�偉大な教育改革, 
Mj

31.�方法の発展と歴史, 
Mj

34.�19世紀教育理論の
基本原理, Mj

7.�中等教育の教材と
方法, Mj

8.�小学校教育：科学, 
Mj　

17.�学校衛生、衛生設
備、建築, Mj

2.�18世紀から19世紀
間の教育の思想と
進歩, Mj

8.�教材の方法, Mj

8.�学校の方法,Mj., 3
年生

10.�高等学校教師の目
的と準備, Mj., 3年
生

5.�教育学理論開発史, 
Mj. 

6A.�応用教育哲学, Mj. 
1903年度開講なし

9.�高等学校教師の目
標と準備,　Mj.

14.�フレーベルの教育
哲学と他の教育者
との比較,Mj., 教授
と専門教育の経験
がある幼稚園教師
対象　必要条件：
コース13と同じ

シニアカレッジ・グラデュエイト シニアカレッジ相当・グラデュエイト
夏
秋
学
期

67.�応用教育倫理学, 
Mj.,　必要条件：
小学校心理学と論
理学　Mj., 1903年
度開講なし

冬
春
学
期

6.�心と体, Mj., 必要
条件：少なくとも
１つの入門コース
以上の心理学

グラデュエイト グラデュエイト
夏
学
期

5.�教育理論の発生学
的研究, Mj

12.�ゼ ミ ： ヘ ル バ ル
ト,Mj

27�a.組織としての学
校, 前期の前半

27�b.社会とその関係
の中の学校, 前期
の前半

28�a.学校管理の特別
な問題, 前期の後
半

28�b.カリキュラムの
特別な側面, 前期
の後半

(27a,bと28a,bはそれ
ぞれ3週間の授業。こ
れらのうち2つを受講
するとMの単位とな
る)

5.�教育改革, Mj
8.�ロック,  M, 前期
9.�フレーベル, M, 後

期
12.�都市学校の管理, 

M,前期
20.�組織と管理の比較

研究, Mj

20.�19世紀の教育の基
礎的原理, Mj

24.�学校制度の組織と
管理, Mj

20.�教育改革, M, 前期
21�A.学校制度の比較：

イギリス、ドイツ、
アメリカ, M,後期

24.�学校制度の組織と
管理, M, 前期

27�A.教育哲学入門, M, 
後期

73.�グレートブリテン
における教育の努
力の歴史, M.,前期

75�A.教育の社会的諸
相, M, 前期
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秋
学
期

10.�現代ドイツ教育学
の概観, 2Mj, 秋学
期・冬学期　98年
度開講なし

13.�ゼミ：ペスタロッ
チ, Mj 

23,24,25.中等教育の
問題,  3M j  秋学
期・冬学期・春学
期

22.�教育理論の発展, 
Mj, 必要条件：教
育学科のコース1、
哲学科のコース
4,5

23.�ゼミ：ヘルバルト
に 対 す る ペ ス タ
ロッチの影響, Mj

25,26.学校制度の組織
と管理, 2Mj, 秋学
期・冬学期

21.�アメリカにおける
公教育の管理, Mj

26.�教育理論の発展, 
Mj, 開講学期の記
述なし　必要条
件：教育学のコー
ス1、哲学のコース
4，5, 1900年度開
講なし

21.�アメリカにおける
公教育の管理, Mj, 
1901年度開講なし

28.�19世紀の教育理論
の基礎的原理, Mj

31,32.ゼミ：精神発達, 
2Mjs, 秋学期・冬
学期

33,34,45.特別研究：
教授の経験がある
大学院生にのみ開
かれる, 3Mjs,　秋
学期・冬学期・春
学期

26.�教育理論の発展, 
Mj, 開講学期の記
述なし　必要条
件：教育学のコー
ス1と哲学のコー
ス4,5　1901年度
開講なし

74.�州統制の特別な関
係を伴ったアメリ
カにおける公教育
の管理,　Mj. ,1903
年度開講なし

76.�教育の心理学的基
礎, 1903年度開講
なし

83. 個人心理学, Mj. 
92,93,94. 特別なリ

サーチ,教授の経
験がある大学院生
に だ け 開 か れ る　
3Mj. 秋学期・冬
学期・春学期

冬
学
期

14.�ゼミ：フレーベル, 
Mj

16.�ゼミ：コメニウス, 
Mj , 98年度開講な
し　

19.�教育哲学, Mj

24.�ゼ ミ ： ハ ー バ ー
ト・スペンサー, 
Mj

27,28.ゼミ：アメリカ
教育史, 2Mj, 冬学
期・春学期

29.�中等学校制度の比
較研究, Mj

22.�小学校教育におけ
る組織と管理, Mj

22.�小学校教育におけ
る組織と管理, Mj

29.�教育のスーパービ
ジョン, Mj

春
学
期

15.��ゼミ：スペンサー, 
Mj

23.�中等教育：組織と
管理, Mj

25.�教育の心理学的基
礎, Mj, 必要条件：
少なくとも2つの
教育学のコース

27.�教育原理, Mj　必
要条件：コース1，
2,　1900年度開講
なし

23.�高等学校の仕事, 
Mj

25.�教育の心理学的
基礎, 開講学期の
記述なし　必要条
件：少なくとも2つ
の教育学のコース
と2つの心理学の
コース　1901年度
開講なし

27.�教育原理,Mj, 必要
条件：コース1, 2

30.�ドイツとイギリス
の国立学校制度, 
Mj

15.�応 用 教 育 論 理
学,Mj. 

75.�都市学校の管理,　
Mj. 

77.� 2 0 世 紀 の 教 育
理 論 　 M j .  春 学
期,Mj.,1903年度開
講なし

78.�教育の社会学的基
礎, Mj. 

90.�ゼミナール：カリ
キュラム上の矛盾, 
Mj., 講師との特別
な相談後に開かれ
る

＊�授業科目名の後の M ＝Miner courseで１日に 1 時間を６週行うもの、Mj＝Major Courseで１日に１時間を12 週
行うもの、DM ＝Double Minor courseで 1 日 2 時間を６週行うもの、DMj＝Double Major Courseで１日に２時
間を12 週行うものである。

＊�ゴシック体・太字はデューイの担当授業科目。
＊斜体は哲学科教育学部門の授業科目で教員養成部のカリキュラムにも掲載されているもの。
＊�網掛けは 1903 年度哲学科教育学部門の授業科目と同一のもの（3、3A、4、5、6、9、10、15、15A）

＜ Annual Register 1896―1901 より筆者作成＞
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1902年度の計画 1903年度の計画
For the Senior College

夏
学
期

59A.�レシテーションの方法, M, 夏学期・後期
60.�教育心理学, Mj, 夏学期（マイナーとして分けて履修す

ることがある）
70A.高等学校の教授とマネジメントの問題：高等学校の校

長と教員向け,  M, 夏学期・前期
秋
学

61.�古代から18世紀の教育理論と実践の歴史,  Mj, 1903年度
開講なし

冬
学

62.�18世紀から19世紀の間の教育の思考と進歩, Mj, 1903年
度開講なし

68.�小学校における教授とマネジメントの問題, Mj, 1903年
度開講なし

春
学
期

59.応用教育論理学, Mj
66.教育理論の開発の歴史,  Mj
70.高等学校教師の目標と資質,  Mj

For the Senior Colleges and the Graduate Schools
秋
学
期

63.�発達心理学,  Mj, 必要条件：小学校心理学
65.応用教育心理学, Mj
67.�応用教育倫理学, Mj, 必要条件：小学校心理学と倫理学,　

1903年度開講なし
冬
学
期

69.高等学校における教授とマネジメントの問題, Mj
71.中等教育のトピックス, Mj
72.国立学校制度：イギリス、ドイツ、アメリカ, Mj

春
学
期

64.�心と体, Mj, 必要条件：少なくとも1つの入門コース以上
の心理学

71A.�中等教育のトピックス, M, 1903年度開講なし
72A.国立学校制度：現在進行中のイギリス、ドイツ、アメ

リカの中等教育の変化を参照して, M, 1903年度開講なし
Graduate Causes in Education For the Graduate Schools

夏
学
期

61.学校管理の問題,  M, 後期
62.イギリスにおける教育の奮闘の発展の歴史, M, 前期
66.�学校制度の比較（イギリス、ドイツ、アメリカ）, M ,後

期, Mj, 春学期

73.グレートブリテンにおける教育の奮闘の歴史, M , 前期
75A.�教育の社会的諸相, M,前期

秋
学
期

64.アメリカにおける公教育の管理,  Mj
67.芸術の方法の発展,  Mj
81,82 ,83 .特別研究:教授経験がある大学院生に開講す
る,3Mj, 秋, 冬, 春学期, デューイ, ヤング, ロック担当

74.�州統制の特別な関係を伴ったアメリカにおける公教育の
管理,  Mj, 1903年度開講なし

76.教育の心理学的基礎, Mj, 1903年度開講なし
79.言語と歴史の組織と監督,  Mj
83.個人心理学,  Mj

冬
学
期

65.都市学校の管理,  Mj
68.教育の心理学的基礎,  Mj
74.�ゼミナール：15世紀から17世紀のカリキュラムの発展, Mj
（講師との特別な相談後に開講する）

80. 教育の古典作品,  Mj
92,93,94. 特別研究, 教授の経験がある大学院生にのみ開か

れる　3Mj 秋学期、冬学期、夏学期　哲学科の教員が担
当

春
学
期

63.�グレートブリテンにおける教育の奮闘の発展の歴史, Mj
69.文字の発展, Mj
70.�教育原理, Mj 春学期（必要条件：コース1：ジュニア・カ
レッジのための心理学、コース2：ジュニア・カレッジのた
めの倫理学）1902年度開講なし

72.�教育の社会学的基礎, Mj, 1902年度開講なし
73.教育に関する論理的方法, Mj

75.都市学校の管理, Mj
77. 20世紀の教育理論, Mj,1903年度開講なし
78.教育の社会学的基礎, Mj
82.応用教育哲学, Mj,1903年度開講なし
90.�ゼミナール：カリキュラム上の矛盾, 講師との特別な相

談後に開かれる, Mj

＊�授業科目名の後の M ＝Miner courseで１日に 1 時間を６週行うもの、Mj＝Major Courseで１日に１時間を12 週
行うもの、DM ＝ Double Minor course で 1 日 2 時間を６週行うもの、DMj ＝ Double Major Course で１日に２
時間を12 週行うものである。

＊�斜体は教育学部教員養成部のカリキュラムにも記載されているもの。＊ゴシック体・太字はデューイの担当授業科目。
＊網掛けは 1903 年度教育学部の授業科目と同一のもの（59、59A、60、63、64、65、66、69、70）　

　＜ Annual Register 1902 及び 1903 より筆者作成＞

表 2　哲学科教育学部門授業科目（1902 年度、1903 年度の教育学関連科目）
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